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田野浦小学校の感染症対策・学校行事・授業について 

 

日ごろから、本校の教育活動や児童の健康管理に関し、ご理解とご協力をいただき、誠にあり

がとうございます。 

田野浦小学校では、校内での感染予防として、換気や消毒の徹底、机の配置替え、廊下や運動

場でのソーシャルディスタンスの実施を行い、各教科の授業を実施しているところです。 

詳しくは、下記に記述した内容です。何かご質問がございましたら、学校（３２１－０８１

１）へご連絡ください。 

 

記 

 

感染症対策 対象 対応 

登校時 

検温について 

全学年 時間差登校を実施。東下足場、西下足場昇降口付近に

て、動線を分けて、密集を防ぐ。職員が「健康チェック

カード表」を確認。児童が校舎内に入る前に検温の検査

をする。 

検温未実施児童は、職員が検温を行い、口頭で「健康

チェック」を行い後、保護者へ連絡。遅刻の児童は職員

室後ろドアで「健康チェック表」を確認。後消毒して校

舎内へ。 

換気について 全学年 授業中は教室の窓や扉を開放し、十分に換気を行う。

夏場は、クーラーをつけたまま窓や扉を開放し、換気を

行う。 

教室・特別教室の環境に

ついて 

全学年 机と机の間隔を１メートル以上離し、自席に座った状

態で授業を行う。特別教室に行くときは間隔をあけ、１

列になって移動する。特別教室は、椅子を減らし、間隔

を広くとるようにする。使用後は机いすの消毒を行う。 

入り口と出口、ドアノブ、鍵等、職員が消毒を行う。

また、入り口にアルコールを設置し手指の消毒を行って

入る。 

廊下・階段について 全学年 廊下、階段に２メートル間隔でビニルテープの印をつ

け、ソーシャルディスタンスが保たれるようにした。階

段については、前の人との間を５段以上開けるように注

意喚起し、掲示物を貼っている。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

消毒作業について 全学年 

 

児童下校後、担任による教室内の消毒（机や椅子、

鍵、スイッチ、ドアノブ等）を行う。 

学校業務補助員による、共用部分（廊下・蛇口・トイ

レ・手洗い場・階段手摺・特別教室）の消毒を行う。 

給食について 全学年 手洗い・消毒の徹底をする。 

おかずとボールは、手袋とマスク、フェイスシールド

を付けた職員と当番児童（４．５．６年生）が注ぎ、児

童は、他の人が使う食器など触らないようにして自分の

ものだけを取る。 

静かに前を向いて食べる。 

清掃活動について 全学年 6月 29日より清掃活動を行っている。当面の間、掃

くのみ。ほうき等は使用後消毒。 

ユーカリルーム（図書

室）について 

全学年 入室前、入室後の手洗い、手指の消毒をする。 

図書室の机に番号をつけ、番号のところに座り椅子を

減らして間隔をあける。カウンターにはパーテーション

を設置。 

 

 

 

 



休み時間について 

トイレ休憩について 

全学年 ３学年ずつの中休み・昼休み交代で、運動場での遊び

を行う。遊びは、児童同士のソーシャルディスタンスを

確保し、個人でできる遊び(短縄・一輪車・竹馬・鉄棒

（ほかの遊具は使用禁止）)とし、共有するものは、使

用後消毒する。 

また、運動場にはラダーとミニハードルを置き、密にな

らない遊び方を推奨している。 

 

 

 

 

 

 （ラダー） 

 

 

 

トイレは、間隔をあけて並び、手洗いを確実に行わせ

る。手洗い場は、足形を設置し、ソーシャルディスタン 

スを確保する。密にならないように時間差で行く。 

保護者・来客の来校につ

いて 

 当面の間、できる限り保護者の来校は控えてもらう。

やむを得ない理由で保護者の来校が必要な場合（校納金

手続き・体調の悪いお子様の迎え等）は、保護者の発熱

の確認、マスクの着用をお願いし、東西の下足場または

玄関に設置したアルコールで手指の消毒をお願いする。 

児童の車での送迎については、朝の検温チェックや児

童下校の安全上のため、学童の車以外、校舎内への車の

乗り入れは、ご遠慮いただいている。 

来客については、消毒済のスリッパを使用していただ

き、使用後消毒を行う。湯茶の接待はしない。 

スクールヘルパー 

ブックヘルパー 

学習講師（律する心ほ

か） 

 9月下旬頃より予定。（あるいは後期）ヘルパー登録

していただいている方には 9月初旬に順次連絡予定。 

また、学習講師の方にも 9月初旬を目安に連絡予定。

児童の登下校に際しては、地域の方や保護者の方に通学

路での見守りをお願いしている。 

学校行事等 対象 対応 

全国学力・学習状況調査 ６年 本年度は中止。 

学習参観 全学年 保護者が大勢集まるため、当面の間は中止。 

運動会 学校行事 従来の形では行いません。 

自然教室・修学旅行 学年行事 未定 

ユーカリフエスタ PTA行事 従来の形では行いません。 

社会科見学 全学年 未定。「こころの劇場」は中止。 



各教科等 対象 対応 

教科全般 全学年 児童のかかわりが密になる単元においては、感染拡大

防止に配慮し、活動の場の設定、子ども同士の関わり方

等を検討した上で、実施時期を変更する。 

 話合いなどの交流活動は、当面の間行わない。感想や

意見の交流にあたっては、ふせんや小ホワイトボードな

どを活用し、工夫して実施する。 

 

国語科 

 

全学年 

 

音読をする際は、マスク着用の上必要最小限の声量で

前を向いて行う。話し合い活動、インタビュー等の学習

については、メモや付箋を用いて交流する。 

社会科 ３年以上 社会科見学は、当面の間行わないようにする。 

算数科 全学年 自分の考えを表現し伝え合ったり、学び合ったりする

などの学習活動を取り入れる際には、考えを紙やボード

に書かせて提示し、発言が少なくなるようにする。 

児童が触れた教具等は、使用後に消毒を徹底する。 

理科 ３年以上 理科室で観察・実験を行う際は、班員同士が近距離で

活動することを避け、実験器具等、共用するものは、消

毒を行う。 

生活科 １・２年 公園へ出かけたり、遊んだりする活動は、感染予防の

ため密を避けながら、校庭や運動場で行う。 

探検バックについては、使用後消毒する。 

音楽科 全学年 歌唱の際は、児童の間隔を最大限にとること。通常の

声量による歌唱は、当面の間実施しない。 

当面の間、リコーダーや鍵盤ハーモニカなど吹いて音

を出す楽器を使用する活動は、間隔をあけたり、列ごと

に活動を行ったりする等、工夫しながら実施する。使用

後は水洗いをし、よく拭いて片づける。 

図画工作科 全学年 身辺材の取扱いは、個人で集め、持参した材料は、持

参した児童が使用し、他者と共有することは避ける。活

動後は、手洗い・消毒を十分に行う。 

前もって学校で収集している材料を使用する場合に

は、材料を消毒しておき、活動後に手洗い・消毒を十分

に行う形で、使用する。 

家庭科 ５・６年 実技は、グループにせずに行い、距離を開けて座るな

ど工夫する。 

ミシンやアイロンなど共有して使用する教具は、使用

後消毒する。 

調理実習については年間指導計画を変更し後期（１ 

月以降）に行う。 

裁縫道具などは、個人で使用し貸し借りしない。 



体育科 全学年 密集する状況をできるだけ避ける。熱中症のリスクを

考慮し、マスクを外して学習することを原則とする。外

したマスクは個人持ちのビニール（学校で配布済み）に

入れる。 その際、２ｍ以上の間隔を保って活動するよ

うにする。共用する用具（ボール等）は使用後、体育館

に設置しているかごに入れ、アルコールで消毒を行う。

活動中、手で目・鼻・口等を触らないようにする。活動

後、手洗い消毒を行う。 

 

水泳については、対策を講じることが困難であるた

め、本年度の実施は中止する。 

外国語科・外国語活動 ３年以上 例年通り「ユーカリルーム」で行うが、番号がついた

机に着席、間隔をおいて行う。マスクは全員（指導者・

ALT・児童等）着用して授業を行う。握手やハイタッチ

等、児童が触れ合う行為は行わない。 

クラブ活動 

委員会活動 

４年以上 

５年以上 

感染症対策を行い、後期より実地予定。 

 


